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 ※過去の写真は「幻の集落 根利山」より転載 

 
こ
ん
に
ち
は
。
介
護
保
険
制
度
の
４
月
か
ら
の
報
酬
改
定
で
、
掃
除
、
洗
濯
、
調
理
な
ど
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
お
こ
な
う
生
活
援
助
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
訪
問
介
護
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
た
ち
か
ら
、「
掃

除
の
や
り
残
し
が
あ
る
」「
調
理
す
る
時
間
が
足
り
な
い
の
で
食
事
が
弁
当
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
高
齢
者
が
自
宅
で
安
心
し
て
く
ら
す
こ
と
を
妨
げ
る
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
活
援
助
は
、
身
体
介
護
と
並
ぶ
介
護
訪
問
の
大
き
な
柱
で
、
掃
除
や
洗
濯
を
お
こ
な
う
こ
と
で
高
齢

者
の
生
活
を
衛
生
的
に
保
ち
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
健
康
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
単

な
る
“
お
世
話
”
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

 

政
府
は
、「
財
政
」
を
理
由
に
「
軽
度
」
と
判
定
さ
れ
た
高
齢
者
が
、
介
護
保
険
を
利
用
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
改
悪
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
の
利
用
を
無
理
矢
理
押
さ
え
込

も
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
高
齢
者
も
家

族
も
安
心
し
て
く
ら
せ
る
介
護
保
険
制
度
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
す
。 

 沼田市は新宿区と１０月３０日、「災害時における相互

援助に関する協定」を結び、新宿区役所で調印式がおこ    

なわれました。 

 協定では、災害が発生した時、 

食料や水などの提供や被災者の

一時受け入れなどをおこなうこ

となどを定めています。 

 日本共産党群馬県委員会と党国会議員団群馬事務所、

党群馬県議団は１０月２４日、国や県に対する２０１３

年度の予算要望にむけ懇談会を開きました。 

 懇談会では、原発事故にともなうすべての被害者にす

みやかに完全な補償をお 

こなうことを東電に指導 

することや、県内農業に 

打撃をあたえるＴＰＰ参 

加の中止を求める要望な 

どが出されました。 

が出され、 

 みなかみ町藤原で１０月２９日、「オスプレイと米軍機の低空飛行訓練を

考えるつどい」を日本共産党水上支部が開き、大東議員が講師として参加

し、オスプレイの危険性などについて地域の人たちと懇談しました。 

 参加者からは、「米軍機が飛んでくると、まるで自分が標的にされている

ようで怖い」「静けさを求めて移住し 

てきたのに米軍機の爆音、今度はオ 

スプレイまで飛んでくるなんてとん 

でもない」といった、米軍機の低空 

飛行訓練やオスプレイの飛行訓練に 

対し、不安の声があいつで出されま 

した。 

 ＪＡ利根沼田・沼田市、沼田市農業委員会主催の農業まつりが、１０月

27・28 日の二日間、ＪＡ利根沼田本店で開

かれ大勢の人が、野菜や果物などを買い求め

ていました。 

 農業まつりには、下田市のＪＡ伊豆太陽も

参加し、アジや金目鯛の干物、みかんで作っ

たワインなどの販売もおこなわれました。 

 


